
東
京
ト
ラ
ッ
ク
部
会
・
埼
玉
ト
ラ
ッ

ク
部
会
は
、
ト
ラ
ッ
ク
の
日
行
動
を
大

宮
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
行
い
ま

し
た
。
例
年
は
１
０
月
９
日
開
催
で
す

が
、
今
年
は
９
日
が
土
曜
日
と
い
う
こ

と
で
、
１
０
月
８
日
（
金
）
に
行
い
ま

し
た
。
１
０
月
に
し
て
は
酷
暑
と
な
り

ま
し
た
が
、
東
京
ト
ラ
ッ
ク
部
会
か
ら

６
名
、
埼
玉
ト
ラ
ッ
ク
部
会
５
名
、
中

央
本
部
１
名
、
都
本
部
１
名
、
医
療
生

協
さ
い
た
ま
か
ら
５
名
、
新
聞
記
者
１

名
の
１
９
名
の
参
加
で
し
た
。
当
日
は
、

東
京
・
埼
玉
に
限
ら
ず
全
国
一
斉
に
８
ヶ

所(

神
奈
川
・
大
阪
・
福
岡
な
ど)

で
ト

ラ
ッ
ク
の
日
行
動
が
行
わ
れ
、
延
べ
６

０
人
の
仲
間
が
参
加
し
、
運
動
を
展
開

し
ま
し
た
。

運
輸
産
業
に
お
い
て
健
康
障
害
に
よ

る
交
通
事
故
な
ど
が
急
増
す
る
中
、
長

時
間
過
密
労
働
の
実
態
や
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
る
働
き
方

へ
の
影
響
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
、

ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
利
用
す
る

ド
ラ
イ
バ
ー
さ
ん
を
対
象
に
行
い
ま
し

た
。
ド
ラ
イ
バ
ー
さ
ん
と
の
対
話
の
中

で
「
コ
ロ
ナ
禍
で
夜
８
時
以
降
お
店
が

閉
ま
っ
て
し
ま
う
の
で
食
事
な
ど
買
い

物
に
不
自
由
が
あ
っ
た
」
「
長
距
離
運

転
で
遠
方
の
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

等
で
シ
ャ
ワ
ー
を
利
用
す
る
際
、
東
京

ナ
ン
バ
ー
を
見
ら
れ
る
と
周
り
の
目
線

が
厳
し
く
な
る
」
な
ど
の
回
答
が
あ
り

ま
し
た
。

ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
を
頂

い
た
ド
ラ
イ
バ
ー
さ
ん
に
、
医
療
生
協

さ
い
た
ま
の
皆
さ
ん
の
協
力
で
、
健
康

チ
ェ
ッ
ク
と
、
日
頃
の
健
康
維
持
に
必

要
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

例
年
同
様
、
生
活
習
慣
病
（
肥
満
・

高
血
圧
）
な
ど
生
活
改
善
を
必
要
と
す

る
方
が
、
多
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

最
終
的
に
ア
ン
ケ
ー
ト
４
８
枚
を
集

約
、
宣
伝
グ
ッ
ズ
約
１
０
０
個
を
配
布
、

健
康
チ
ェ
ッ
ク
１
５
名
を
実
施
し
ま
し

た
。
ま
た
、
全
国
で
は
ア
ン
ケ
ー
ト
１

６
３
枚
を
集
約
し
ま
し
た
。
今
後
、
結

果
を
ま
と
め
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
働
実

態
を
国
に
伝
え
る
な
ど
、
運
動
に
活
か

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

衆
議
院
解
散
総
選
挙
と
２
１
秋
季
年

末
闘
争
を
勝
利
し
、
要
求
前
進
を
確
か

な
も
の
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

【
東
京
ト
ラ
ッ
ク
部
会

部
会
長

上
村

誠
】

東
京
女
性
部
は
、
１

０
月
９
日(

土)

「
東
京

女
性
部
憲
法
カ
フ
ェ
」

を
、
講
師
に
全
労
連
常

任
幹
事
の
衛
藤
浩
司
さ

ん
を
迎
え
て
リ
モ
ー
ト

併
用
で
開
催
し
ま
し
た
。

テ
ー
マ
は
「
国
が
す

す
め
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

制
度
と
デ
ジ
タ
ル
化
」

で
す
。
創
設
当
初
は
、

社
会
保
障
、
税
、
災
害

対
策
の
為
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
と
し
な
が
ら
、
２

２
年
度
末
ま
で
に
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
全

国
民
へ
の
普
及
を
目
指

す
と
し
、
健
康
保
険
証

代
わ
り
、
運
転
免
許
証

や
在
留
カ
ー
ド
と
の
一

体
化
、
公
金
受
取
口
座

の
登
録
・
利
用
、
各
種
免
許
・
国
家
資

格
等
の
デ
ジ
タ
ル
化
、
カ
ー
ド
機
能
の

一
部
で
あ
る
電
子
証
明
書
の
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
へ
の
搭
載
等
々
を
進
め
て
い
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

知
ら
な
い
間
に
国
が
国
民
の
個
人
情
報

を
一
元
管
理
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

衛
藤
さ
ん
は
、
「
日
本
国
憲
法
が
保

障
す
る
基
本
的
人
権
に
は
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
や
個
人
情
報
の
保
護
も
含
ま
れ
、

個
人
の
情
報
は
、
そ
の
人
の
も
の
で
あ

り
、
個
人
情
報
保
護
制
度
の
強
化
、
個

人
情
報
収
集
・
利
用
へ
の
適
切
な
規
制
、

独
立
し
た
監
視
機
関
の
創
設
が
必
要
だ
。
」

と
語
り
ま
し
た
。
意
見
交
流
会
で
は
、

「
人
気
タ
レ
ン
ト
を
使
っ
て
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
に
ヤ
ッ
キ
と
な
っ

て
い
る
政
府
の
や
り
方
は
問
題
だ
。
全

労
連
は
ど
の
よ
う
に
闘
う
の
か
」
等
々

の
感
想
や
疑
問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

「
憲
法
を
守
り
、
生
か
し
て
く
れ
る
国

会
議
員
の
当
選
の
為
に
総
選
挙
で
頑
張

ろ
う
」
と
い
う
挨
拶
で
閉
会
と
な
り
ま

し
た
。

【
女
性
部
委
員

廣
川

陽
子
】

２０２１年 １０月１１日 (毎月１回刊／第２月曜日発行) 建交労とうきょう (昭和５３年９月２２日第三種郵便物認可) 第１０５６号

「建交労とうきょう」はい
つでもみなさまからの記事
や写真を待っています。

建交労東京都本部機関紙

発 行 所

全日本建設交運一般労働組合東京都本部
〒135-0048
江東区門前仲町1-20-3
東京建設自労会館７階
電話 03（3820)8644(代)
fax 03 (3820)8646

編集発行人 松田 隆浩
１部１５円組合費に含まれる（〒６０円）

とうきょう
建交労

（メール〉tohonbukenkouro@sm
ile.odn.ne.jp
ホームページ
http://www.kenkouro.com/

１
０
・
８
東
京
・
埼
玉
ト
ラ
ッ
ク
部
会

ト
ラ
ッ
ク
の
日
行
動
開
催

２０２１建交労東京女性部 憲法カフェに１６名参加！

～国がすすめるマイナンバ－制度とデジタル化～



９
月
１
７
日
（
金
）

東
京
都
本
部
は
、
東

京
都
と
交
渉
を
行
い

ま
し
た
。
各
業
種
の

要
請
に
対
す
る
回
答

は
以
下
で
す
。
（
初

回
高
齢
者
に
つ
い
て
）

●
１
❘
①

コ
ロ
ナ

禍
に
お
け
る
労
働
者

の
賃
金
補
填
、
失
業

者
・
生
活
困
窮
者
・

障
が
い
者
・
被
災
者

・
無
業
者
な
ど
へ
公

的
就
労
事
業
制
度
確

立
及
び
予
算
化
す
る

よ
う
国
に
働
き
か
け

る
こ
と
。

●
１
❘
②

２
０
１
８
年
に
改
正
さ

れ
た
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
に

つ
い
て
、
社
会
参
加
の
機
会
や
就
労

体
験
・
訓
練
の
場
を
確
保
し
、
地
域

資
源
の
活
用
と
地
元
労
働
者
の
人
材

育
成
を
進
め
る
た
め
、
努
力
義
務
と

さ
れ
た
「
認
定
訓
練
事
業
に
対
す
る

受
注
機
会
の
増
大
」
を
具
体
化
し
、

公
共
事
業
「
優
先
発
注
」
な
ど
の
普

及
に
よ
る
で
雇
用
型
の
就
労
訓
練
を

拡
充
す
る
こ
と
。

（
①
②
ま
と
め
て
回
答
）

Ａ
：
東
京
し
ご
と
セ
ン
タ
ー
で
就
業

相
談
、
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、

求
職
活
動
支
援
セ
ミ
ナ
ー
、
能
力
開

発
、
求
人
情
報
の
提
供
・
職
業
紹
介

ま
で
、
雇
用
就
業
業
に
関
す
る
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
。

Ａ
：
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
関
す
る
国
の
休
業
支
援
給
付
金
に

関
し
て
専
門
相
談
員
に
よ
る
相
談
助

言
を
行
っ
て
い
る
他
、
中
小
企
業
の

従
業
員
の
方
向
け
に
実
質
無
利
子
の

生
活
資
金
融
資
を
行
っ
て
い
る
。

●
１
❘
③

２
０
２
０
年
度
か
ら
適

用
の
「
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
」

に
つ
い
て
法
改
正
に
と
も
な
い
当
該

の
労
働
者
が
、
手
当
支
給
や
労
働
条

件
等
の
差
別
と
低
下
が
生
じ
な
い
よ

う
に
す
る
こ
と
。

Ａ
：
会
計
年
度
任
用
職
員
に
対
し
て
、

一
定
の
要
件
を
満
た
し
た
場
合
に
期

末
手
当
を
支
給
す
る
他
、
休
暇
・
休

業
や
職
務
専
念
義
務
免
除
の
付
与
等

を
法
に
基
づ
く
人
事
管
理
を
行
っ
て

い
る
。

●
２
❘
①

高
年
齢
者
雇
用
安
定
法

５
条
３
６
条
の
援
助
・
育
成
団
体
に

含
ま
れ
る
、
東
京
高
齢
者
就
労
事
業

団
協
議
会
の
構
成
団
体
な
ど
に
対
し

地
方
自
治
法
施
行
令
第
１
６
７
条
の

２
第
１
項
第
３
号
の
改
正
交
付
に
伴
っ

て
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
「
準

ず
る
団
体
」
の
基
準
を
作
成
し
、
優

先
発
注
の
機
会
が
与
え
ら
れ
る
よ
う

な
施
策
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

Ａ
：
地
方
自
治
法
施
行
令
第
１
６
７

条
の
２
第
１
項
第
３
号
の
取
り
扱
い

に
つ
い
て
は
、
他
の
地
方
公
共
団
体

の
動
向
を
注
視
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

●
２
❘
②

２
０
１
９
年
、
東
京
都

が
作
成
し
た
「
都
民
の
就
労
の
支
援

に
係
る
施
策
の
推
進
と
ソ
ー
シ
ャ
ル

フ
ァ
ー
ム
の
創
設
の
促
進
に
関
す
る

条
例
」
に
関
し
、
就
労
困
難
者
の
中

に
無
年
金
、
定
年
金
で
働
け
れ
ば
生

活
で
き
な
い
高
齢
者
な
ど
が
含
ま
れ

る
よ
う
働
き
か
け
て
く
だ
さ
い
。

Ａ
：
ソ
ー
シ
ャ
ル
フ
ァ
ー
ム
（
以
下

Ｓ
Ｆ
）
条
例
に
つ
い
て
は
、
就
労
困

難
者
を
「
就
労
を
希
望
し
な
が
ら
様
々

な
事
由
に
よ
り
就
労
を
す
る
こ
と
が

困
難
で
あ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の

も
の
の
支
援
す
べ
き
実
情
等
に
応
じ

た
支
援
が
必
要
な
も
の
」
と
定
義
し

て
い
る
。
ま
た
、
条
例
第
１
１
条
の

規
定
に
基
づ
き
、
東
京
都
Ｓ
Ｆ
認
証

と
指
針
を
定
め
た
。
指
針
は
、
就
労

困
難
者
と
認
め
ら
れ
る
者
を
、
就
労

を
希
望
し
な
が
ら
心
身
の
障
害
、
社

会
的
、
経
済
的
、
そ
の
他
の
事
由
に

よ
り
就
労
が
困
難
で
あ
る
者
、
ま
た

東
京
都
Ｓ
Ｆ
認
証
審
査
会
に
お
い
て
、

配
慮
す
べ
き
実
情
等
に
応
じ
た
支
援

が
必
要
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
者
、

こ
の
二
点
の
要
件
を
満
た
す
方
は
就

労
困
難
者
と
い
う
形
で
定
め
て
い
る
。

●
２
❘
③

生
活
困
窮
者
自
立
支
援

法
に
も
と
づ
く
認
定
就
労
訓
練
事
業

の
認
定
団
体
に
対
し
東
京
都
の
発
注

す
る
役
務
提
供
の
委
託
事
業
に
関
し

随
意
契
約
で
仕
事
発
注
で
き
る
よ
う

規
定
の
見
直
し
を
し
て
下
さ
い
。

Ａ
：
地
方
自
治
法
施
行
令
第
１
６
７

条
の
２
第
１
項
に
規
定
す
る
随
意
契

約
の
対
象
は
、
生
活
困
窮
者
自
立
支

援
法
第
１
６
条
の
第
２
項
に
基
づ
き
、

都
道
府
県
知
事
が
認
定
し
た
施
設
が

行
う
就
労
訓
練
事
業
で
あ
っ
て
、
そ

の
事
業
に
使
用
さ
れ
る
者
が
、
主
と

し
て
就
労
困
難
者
で
あ
る
者
に
係
る

役
務
の
提
供
等
と
な
っ
て
お
り
、
予

め
当
該
施
設
か
ら
役
務
の
提
供
を
受

け
る
こ
と
が
生
活
困
窮
者
の
自
立
に

促
進
に
資
す
る
こ
と
に
つ
き
、
総
務

省
令
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
普

通
地
方
公
共
団
体
の
長
の
認
定
を
受

け
る
こ
と
が
要
件
と
な
っ
て
い
る
が
、

全
国
的
に
は
随
意
契
約
に
至
っ
た
実

績
を
有
す
る
自
治
体
が
少
な
い
状
況

で
あ
る
。
平
成
３
０
年
１
０
月
の
改

正
法
施
行
に
伴
い
、
認
定
就
労
訓
練

事
業
を
行
う
者
の
受
注
の
機
会
の
増

大
を
図
る
よ
う
努
め
る
こ
と
と
さ
れ

て
い
る
が
、
具
体
的
な
方
策
が
示
さ

れ
て
い
な
い
た
め
、
都
は
国
に
対
し
、

自
治
体
に
よ
る
受
注
の
機
会
の
増
大

も
含
め
、
民
間
事
業
者
の
積
極
的
な

参
入
を
促
進
す
る
た
め
の
、
具
体
的

な
対
策
を
講
じ
る
よ
う
提
案
要
求
を

し
て
い
る
。
国
や
他
の
道
府
県
の
動

向
を
踏
ま
え
つ
つ
検
討
す
る
。

●
２
❘
④

コ
ロ
ナ
禍
で
の
失
業
者

向
け
に
認
定
就
労
訓
練
事
業
の
認
定

団
体
へ
東
京
都
の
仕
事
提
供
を
行
い
、

雇
用
対
策
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

Ａ
：
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
で
は

事
業
の
実
施
主
体
で
あ
る
区
市
に
お

い
て
、
離
職
等
で
住
居
喪
失
の
恐
れ

の
あ
る
方
に
対
し
住
居
確
保
給
付
金

を
支
給
す
る
等
の
支
援
を
行
っ
て
い

る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
等
で

寝
泊
ま
り
を
し
な
が
ら
等
の
方
に
、

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
東
京
チ
ャ
レ
ン

ジ
ネ
ッ
ト
で
生
活
就
労
支
援
等
を
実

施
し
て
い
る
。

●
２
❘
⑤

公
園
等
の
清
掃
・
除
草

等
維
持
管
理
委
託
に
つ
い
て
競
争
入

札
に
よ
る
競
争
激
化
に
よ
り
公
共
工

事
設
計
労
務
単
価
が
近
年
大
幅
に
値

上
が
り
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

そ
こ
で
働
く
労
働
者
に
反
映
さ
れ
て

お
り
ま
せ
ん
、
積
算
基
準
に
基
づ
き

適
正
な
賃
金
が
支
払
わ
れ
る
よ
う
に

委
託
契
約
内
容
に
関
し
て
公
契
約
条

例
の
制
定
及
び
最
低
制
限
価
格
制
度

の
導
入
を
行
い
改
善
し
て
く
だ
さ
い
。

Ａ
：
賃
金
や
労
働
条
件
は
最
低
賃
金

法
や
労
働
基
準
法
等
で
下
支
え
し
た

上
で
、
各
企
業
に
お
い
て
対
等
な
労

使
間
で
の
交
渉
に
よ
り
自
主
的
に
決

定
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
認
識
し
て
い

る
。
公
共
工
事
の
品
質
確
保
の
促
進

に
関
す
る
法
律
に
お
い
て
も
、
適
切

な
労
働
条
件
・
労
働
環
境
が
、
下
請

け
契
約
を
含
む
、
請
負
契
約
の
当
時

者
が
、
各
々
の
対
等
な
立
場
に
お
け

る
合
意
に
基
づ
い
て
公
正
な
契
約
を

締
結
す
る
こ
と
を
通
じ
、
確
保
さ
れ

る
も
の
で
あ
る
。
都
の
契
約
制
度
も
、

同
様
の
趣
旨
で
あ
る
。
公
契
約
条
例

の
制
定
に
つ
い
て
は
労
働
法
制
と
の

整
合
性
、
入
札
契
約
制
度
の
前
提
で

あ
る
公
正
性
、
競
争
性
の
確
保
等
の

点
で
難
し
い
。
最
低
制
限
価
格
制
度

に
つ
い
て
は
、
業
務
委
託
の
契
約
案

件
毎
に
多
様
な
積
算
手
法
を
活
用
し

て
お
り
一
律
に
最
低
制
限
価
格
制
度

の
導
入
は
予
定
し
て
い
な
い
。

２０２１年 １０月１１日 (毎月１回刊／第２月曜日発行) 建交労とうきょう (昭和５３年９月２２日第三種郵便物認可) 第１０５６号

■１１月２７日（土）１３時～２８日（日）

中央本部２２春闘討論集会／群馬磯部ガー

デン（リモート併用）

■１２月３日(金)１９時～都本部主催業種

部会学習交流会／リモート

■１２月５日（日）１０時～１２時３０分

都本部２２春闘討論集会／東京トラック健

保会館（市ヶ谷駅）

組合掲示板 お
詫
び
と
訂
正

先
月
９
月
号
で
都
本
部
の
新
執

行
部
松
埼
守
男
さ
ん
と
ご
紹
介
し

ま
し
た
が
正
し
く
は
松
崎
守
男
さ

ん
で
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
致
し
ま
す
。


